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 冬季間の体力づくりの一環として、３学期

を通じて実施してきた合同トレーニング(プ

ライドトレーニング)のまとめとして、７日に

開催しました。 

当日は、１・２年生を主に所属部を単位とし

てグループを６つに分けて「２０Ｍシャトル

ラン」を実施しました。一人ひとりが自分の体

力に応じて、自己記録更新をめざして精いっ

ぱいの走りを見せてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議では、４月からの胆沢中での学校部、地 

域団体や組織のどちらにも所属しないこと

（任意加入の明記）や、スポーツクラブ等が中

総体に参加する場合などについて、多くの質

問があり、意見交換がなされました。  

中学校では部活動は価値のあるものとして、

これまで通り進めます。同時に新しく加わる

ことについて、必要な情報の提供や説明をわ

かり次第行っていきます。今後もご支援ご協

力お願いいたします。 

 

 

２８日に開催しました。学校から生徒の様

子、取り組んでいる事柄、来年度構想案につい

て報告し、たくさんのご意見を頂きました。 

・生徒アンケートの結果を踏まえて、数値の高 

い状態を維持する工夫を継続してほしい 

・部活動の良さを確認し、学校の担うことと、

他に委ねることを明らかにしてほしい 

・子どもたちの様子を見る機会が少ないこと 
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 「えぐね」は、日本三大散居村の地、胆沢扇状地の屋敷の北

西側に木を森のように植えて、冬の季節風から屋敷を守る防風

林です。快適な住環境を形づくり、日本の原風景を代表する景

観を生み出しています。本校が胆沢の地や人々にとってなくて

はならない「えぐね」のような存在であり続けたいと願い、校

報の名前にしています。<学校ＨＰ ttps://isawachu.edumap.jp> 

 

 

 



高 1調査⑨ 「満足度」 

公立高校一般入試 

年度末大清掃 

新聞スクラップ交流会 

への対応を図ってほしい 

・中断している活動の再開を含め、地域連携を 

強める活動がほしい 

頂いたご提言をこれからの教育活動に反映

させていきます。 

現在の学校評議員制度は今年度までとなり、

次年度からは、学校運営協議会（コミュニティ

スクール）となります。 

 

 

 県立学校の場合、岩手県立高等学校入学者

選抜の一般入学者選抜であり、７日に実施さ

れました。今年度は学力検査（国語・数学・社

会・英語・理科）と学校によっては適性検査が

行われました。面接は実施されませんでした。

また、推薦入学者選抜で合格通知を受けてい

る生徒も、この日の各検査に参加するしくみ

となっています。 

 １・２年生には自分のこととして、この日の

過ごし方を想像させたいものです。その中で、

知りたいと思ったことがあれば、その都度質

問し、理解を深めてほしいと思います。ご家庭

でも話題にしていただければと思います。 

 

 

各学期末に行っている大掃除です。掃除は

場所、材質、部分に応じて、用具を使い分ける

など工夫する点がたくさんある活動でもあり

ます。きれいで新しい設備の胆沢中ですが、今

後も大切に使っていきたいと思います。 

 

 

１日に、各学級でこれまで各個人がスクラ

ップした新聞記事を振り返り、学級ごとにそ

の内容を交流する時間を設定しました。 

記事を選んだ理由や感想、コメントでの交

流も含め、学級内でそれぞれの出来事への理

解や認識を深める活動となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスの友人関係はうまくいっている 

そう思う９２．４％ 思わない ６．８％ 

教師との関係はうまくいっている 

そう思う８８．２％ 思わない１１．０％ 

ためになると思う授業がたくさんある 

そう思う７９．０％ 思わない２０．２％ 

楽しいと思える授業がたくさんある 

そう思う６６．８％ 思わない３２．４％ 

学校の授業は将来役に立つと思う 

そう思う７８．０％ 思わない２１．２％ 

授業の内容をよく理解できている 

そう思う７５．０％ 思わない２４．２％ 

学校生活全般の満足度は高いように見え

ます。学習（授業）に関しては、否定的な評

価の割合も高いようです。 

すべてに満足する状態は難しいにしても、

入学先の学科・学習内容への興味や関心を保

てる選択をさせたいものだと思います。 


